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延時賓に関しては従斉:巴々宍敬がなされているが.

今湘不明な点も多い｡即ち燃壌横紙にLWして主に先相

反庄であるか.周相生応であるかという戚TL点もはっ

きりしていない｡実E5にl三多くのZi肱形式が正nrして

いるものと考えられるが,ELA応磯rTのFy(fEこついては

空に研究の必啓がある｡末筆こ形三ではその不明なfrLtを解

明寸へく磯 的な力法で究敦を行った.しかし免空の
.リセ=ノrtR管に使用されている迷時雄の松 損桐

に当てはまるかどうか疑問ではあるが,建得業に王と

して旋用さLtている醍化物と遺-Jt;剤の俄化一五Jt虹応

を基本的でしかも愉榊な方法て放附したの'亡,こq)/r.

を確告する｡

(I) 発火温度.こついての突放

(I) 芝監及び突放万2三

乗敦-こ用いた狼''Rの耶革な控丁を耶 l【聖に示す｡

園のごとく,内t53cm の石

英軸 管をニクT'ム頓を発熱拝とする

伊の中に入れてある｡軒料を容れる,:7.ケヮトは

任 IclllのデV-)クスガラスで作る｡こzLを上からつるし,

又談志対の先端か丁度′ニスケ･}トの下に去る渓策放して拝弊

衣下の温度を測定出実る津にしておく｡ 36米

沢 純 プくirt部 メこ孝 男ユ学 吉1

試料は郡 l訊 こ示すことく巌化物と還元剤の粉末を1文才lの菰允比で況合し,約だ4m111.76さ4111

m のものを SOkg/cmIで成型して作J), こ

れを′くスケゥト中に容れ炉の塾産を上昇させて行き

,柵 が発火した時の温度t/河粍 してその臣庇を発火温

度と5i=めた｡この炉の温度の上昇過度は常温ttI

)500■C まで的[～分かかるものである.試料によっ

ては温度の上昇通産を遠くすると発火しないものbあるが,そ

れらの釈軒は急激に温度を上昇させると発火するから,その

為にある･31gまで声を上井させておきその

*に柿 を攻入して約 30秒して発火する温農J_/求めて発

火を産とした｡尚上述のJJ一法で決めたL跡こははらつきが

あるのて5回の平均を取って発火湿 圧こした｡(2

) 実鮒 粂RU考察各組転化qJ一盈元河の謹告鞄の発火監

匠を茄 l妻!lこ戻 す ｡この讃上;)次の都か提琴され

る.(a) 先1畷化物の県評擢温度 (

飢えEiPb】O.≠3PbO-yiOLの反応に於いて

生する 140,の分圧がti究圧に遠する温度)と発火瓜の捌床

を見ると,発火温度はPbO.,Pb)O一, CuOの府に
無雑 監慶が上井しているか,これと共に S

lプえび Fc-Slと転化物との混合物の乃火温度も上昇して

いる｡(b) Sl及び Fc-Slと薪の酸化物の場合に

は常iaより除々に温蟹を上界しても発火したが..B
aOz.CuO噂は発火するには語感rf加熱を必延とした

｡ELJち加取述庇うく発火に閥族しているとみられ

る｡(C) 1号J-L.剤の発火温度に及はす紬 を

知るため熱天秤を用いて 500Dcに放ける附 と速度を空

気中でWL丘増加により求めた繕二黒,第2回に示す ごと く

S】,Fe-SL英この色度では奄鮒 加1_/示さないが

,銅の場合は可成り血涙朋 1を示し転化さrLてい る.
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一一望!亡戟 】-bO, l･b.0. PbO . B.10J lPbCrO. CuO 生皮熊 kca1g

120｡C ､53｡C ぅ28｡C ■5.iO･C X仏D｡C ゝ72C･C

;=o:呂 ≡言:≡ …三;:号 670'C 了 00'C500oC

Sb 鬼火せ1 l
Cu 宛火せず

せ化爺の魚群旦温ま 29OOc 500oC

(Jr軌三そのiA筆中に^れ約36抄で晃火した錘の甲の包交)

化させるに,転化前の分相 伐の転Aが･見違損の状愚

であるためか,文は表面の環化繁且更に PbOが..Ei㍍し

て Sl+2PbO-p･Sl0】+2Pbの&-姑が必啓と思77ltろ｡

このJfは代決建設をⅩ棟分析した出札 1対 日1台の

PblO.+Fe-Slの反応位の.ものは主に PbO.次いで

Pbか認められる串よりPb】0.は PbO又は Pbに

丑元J'eLLて,SIOrPbOの叔化輸出fah'応dL起り柑る

事を指示している｡そこで次にカの姦化牧のb:三五澄唾

をGt型的一二解明してみる事.こした｡
空沃FjirL蛸 し.ささ(打つ●CiLi･)
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第 2

団(L) pb,0.-Sl;栗の反応rこirh
,ての先輪(り 壬定規面に放るLl拡

方法としてほ餌3E2](.1)に77:ナ･=とく石

英又はケL,ックスガラスの-親を/生1じ,その中にSl

や火1_/i-につめ上面を平こし,その上こPb.0.怒p鑑を,

軽 く発耕し.55〇号Cの甲の申■こ入れろ｡すると軸

面で定む l起 り(b)国のごとくなった｡ 37 I

7580C330oC 〔St〕
+(Oz)/33r7.r〕+(0,)283F

c10117一一SbZOJO69Ctl

OOe王将0この反応の担った部分では1(-)ス状

挽真が生成 した,生成物文か何であ,3

かな明らかにするため,Eaのくイ),(p),(-)の三

苗分を.Y拐分析r=上ってしらべ生成物を晩附した｡その指兜は舛2

袋のごとくfLつ た｡_Y鼓Jl折LI=節分 生Q.缶
のⅩ畏舟行私見(イ) 芽F書に労い月 折宙

(F･) JI折なtitSめられ1=い(-) lSl,PbO,Xの他のil折

投くn).(イ)の部分に於ては非称 こ掛､挺折税で

あることから大部分非In文のものである｡(b),く

け)の旗鯉面にbiTbて'i担折投が.苛め らLLない｡こか.

ミ上述のごとくガヲス更か生じていろためと.払われる｡(e).(-)の評分は Slであるが.PbO,その他の

担折線か認めらtLる

｡その他の担野馳 .伺{･あるかL:トH l.こついて輸肘の出Eと現在のところF:質

の制定環1引fiaJ.三野ミ態出来ない｡上述の措タ王.

非技触揃である(-)の部分に於ても灰瓜割 切如 ､あ

るということは取堺な7一統 と考えるnこのF'il.成均
一壬.反応 とL司時か又は反瓜机 (花火嗣)に,PbO か生じ Sl粉,ll内乱 こ出入 し,一語;分.土SLと

反応して何か覇らしい生成李白
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これは PbOが.詰発して SL渋面.こ付き圧虹を起し

たi}の'eある｡

妨3同及び如 4Egに示した毛穴なRt伽 ､ら Pbユ01Sl

の反応は Pb】0.一(還-)-L.)-･PbO-(孫発)一･SIE前との凝

榊-(瓦16)-･ガラス状物耳という過fu'L考x.られ る,

丈に PbJOrSlの氏ESの遡行する状t78を次のごとき
れ刑轍 で験射してみた｡

(a) 免状 S】と Pb,0.の蛙地面のLi:広

軌5回.=示すごとく魂状 Slの平7亡面とPbjÒ 成

最初を描出させ ∈窃〕CCで加弄きしその荻虫面の状態を

軌群した｡却無紋の辰雄を(b)区■ニ方こす.

11) Jb)
第 5 国

この実験の結果次の林*'t分っヒト

(.i) 讃軌面で反Ebが以りガラス甥を作も｡このも

のEまSlfEiな濁らし Slと Pb.0.の抜放部ユi)も上

部まで紙動する (DEgl)

(b) そJLにつttて Pb.0.がSLの方へ琴釦す る｡
sLも額面が泣言ztろがしかし反応はSLの内岩Sには進

まな い｡Pわlo.の力D)放 り万が大きいこの反取で Pb

ち,J'bO も生成する.

紙動がF,pき易であることは次の突放{･も茄される｡即

しSt,%の上に Pb,O.成魂的な刃せ 800oCに加話す

九は窮 GEZのことくガラス文が特lあに4-:じSl塊の周

囲を光政して覆し､次熟に Pb101は>J;少していく｡比

の1fラス状号bEは軟化点のだ6定がm 550oC であった
かこ九と文触りの第 7国に示す PbO-S.0,栗の軟化

温皮と文i上t-TLtは,PbOIISIO,か生じたものと考え

らzLる.

以上の晃臨結果上l)Pb}O.lSl罪の放牧経の生成鞄
は,PbOPb.PbO ,SI02と考えられ,Sl洗面をま

っている SLO,は選TLされた PbO と反応し PbO.

rS102 という流丑らし易いガラス耳に なっ て攻 り除か

38

kJ-塊一叩

摩
れ常､こPbJO.は Slの方丈移勤して,こTLかff鑑を

容易にし{いるであろ う｡丈に反収の初軌 こは瓦元さ
れた PbOは鮒 ヒLPbO :ヽS】O!な生成するという

近視も同相 こ生ずる｡

く1) 緒的

*:研究では ｢延時索｣の燃頓親Trの抑 勺鋲村を行

った梼瓜 三次のごとくである｡

L 斡化爪としてPbOさ,PblO-PbO,PbCrO-,CUD

,ら.103進元剤として FcISl,Sl,ZT,F(I,Sb,Cu を選

び,これ帝位化剤と還元郡の各組を組合はせた混合顛
末の発火温度七枚附した請来,Fc-Sl及びSlと各柾

備化剤の況合的の発火温度は

(a) 倍化洞のT̂併任温度か低い鎚低くなる一

(b) Fc-Sl及び Slと IiaO三,PbCrO.の混合物

では友吉ijE空が遅いと発火しない｡

2 PE'.OrSl栗の反応島村について=,三岳苦笑

政を行いこの捕果せ加えて故射した結果｡

(a) 反応生成勤として PbO ySIO3なる硝子IJJ'

虫･Tも｡

くb) この生成称まSl戟面の茄化に上る酎 ヒ筋膜
slOlと PbJO､の還元生放物PbOかEにZE名かこ上っ

て,文 PbO が誌果し SIO】上に済惜し,反応して生

じたものである｡

(C)SLはその表面に SI〇･か生す ると炭化民政

にな り軽く発火し腰いが,PbOILStO'が生成し,こ

7Lかtnlm,性をもっているために SIX上の転化石渡が

庶路筏bf励 して除去され,このために較化反応J5'.進む

ものと考えられる｡

銃後.こ終始木村 負を;m指好｢dさいました京九 小川

冊土に愚相の態を鼓します｡
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炭砿爆薬の札内殉爆について

両 Ln 'jヒ 碓 宮 崎 茂

(B 木 カー.)ッ>鮮卑土ケ尊王租)

r Eヨ Ej
列ま莞5:瓢 こ托頓瑚 するものでなく.条件Lこよって

はほ.王一定の長さだけ巳qL.ここで律義J?牛類がな
多tiの集包を孔に蓑明し首教具を長くして釆鼓した るとい?耗来ある事笑カ.見出された｡但しだ:工t用の

額Jd,時として璽討繋包むie生し,/&用は7Sの於は不 カーt)ノIJPダイナ･{イトではこの畏敬が皇り長いの

瓜とされることがある｡この不発錬留繋包の発生原因 で,この中断現象な簡易に発生させるA,実用面とに
については,まくから研究されているが,その発生機 やヤかけ触 tちか,妹常に淋怪の軌 ･伏正雄兼を吐Fa

L*に関しては的辞かてfLいので,札内におけろ世簸な して突放した｡

伝脚 般解明の-殉とすべく,鉄管内におけ71,迎ft:し

た多政策旬の殉頓及ひ巨顎粕 を試みた,
2 砂上殉蜂と札内殉甥との蓮

この実Ejlによって決延岡カー')ットや絹噂のような 肺 内で背速のZE韓の瑞は共放せ行えは,殊甥籍JqE

搾頒過の願 の積金は,軟骨内では迎控蜂点した薬包 は砂上.(･行う時よりも甘貯大きくなる事が知らrtてい
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